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【長次郎七種　楽了入　臨済写茶碗】
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11 12月号は各地の紅葉を紹介させていただいてます
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12/14　15　16 ではこの茶碗を
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　　了入中印共箱

京都美術青年会誌第九号より

ちょっといっぷく「マメ知識」　長次郎茶碗３タイプの器形について
　　　　　

この茶碗の釉立ちが５つに焼け分かれているので、禅宗臨済の五山に

分かれているのにたとえて臨済と銘したのである。

一説には臨済禅師は禅宗の禅師の中で一番に偉い。

この茶碗も長次郎作赤茶碗の中では第一の名品だというので臨済と銘し

たとあるが、利休といえども長次郎滅後ならいざ知らず生きている内から、

その一生の作品中これが一番だと極めてしまうはずはないから、前説の方

が理屈に合っている。紛失し現存せず。

「長次郎七種」に数えられる赤茶碗では、畠山記念館の「早船」が唯一現存する

デルフト窯はオランダの中心窯業地。15世紀アントワープを経由してイタリア
より伝えられた技術を用いて、マヨリカ陶とよばれる錫釉多彩色の陶器を生産
していたが、17世紀初頭、中国よりもたらされた青花カラック磁器に触発され、
中国磁器のモチーフを模倣した作品が造られるようになった。17世紀前半には
白濁の錫釉を施すことにより、より白い器表を造り出し「デルフト磁器」の名を高
めた。18世紀には中国模様のほか、日本の柿右衛門様式をモデルとした皿・鉢
などが製作されヨーロッパ各地の窯業地に影響を及ぼした。

　　時代デルフト窯　茶碗　
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